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2018/8　①4.35％　②2.89％　③3.69％（月末値）
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（注）新築住宅価格は低所得者向け住宅を除くもの。

グラフで見る中国経済 2018 年９月号（Ｎｏ．１１２） 

中国では企業部門に部分的な改善の動きがみられる。７月の通関輸出は前年比+１２．２％（前月は同+１１．３％）

と、世界景気の回復を背景に４か月連続で２桁増となった。ただ８月の製造業ＰＭＩは５０．６（前月は５０．８）と１５か

月連続で中立水準の５０を上回ったものの、２０１７年６月以来の低水準となり、企業マインドの改善が弱まっている。

一方、家計部門では、個人所得の伸び悩みなどにより、個人消費に陰りが現れている。すなわち、７月の小売売上高

は前年比+８．８％（前月は同+９．０％）と減速し、また同月の新車販売も同-５．３％と５か月ぶりの減少に転じた。 

【今月のトピック：習体制、安定成長を重点施策に】 ７月末開催の「中国共産党中央政治局会議」では、習近平体制が２０１８

年後半の経済運営について、「雇用の安定」や「投資の安定」に取り組むなど「安定」というキーワードを繰り返し強調した。財

政面では「内需拡大を目的とする財政政策の役割」をさらに発揮することが決定された。金融面に関しても、当局が２０１８年

年初の引き締め的な姿勢を、年後半には緩和的な姿勢に変更した。このように、習近平体制が経済の安定成長を重点施策

に掲げている背景には、米国の大規模な対中国貿易制裁による影響の顕在化に備える目的があると考えられる。 

（出所）中国人民銀行、中国国家統計局、ブルームバーグ 
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グラフで見る中国経済 2018 年９月号 

（出所）中国国家統計局、中国海関総署、中国商務部、中国汽車工業協会、中国物流購買連合会、中国人民銀行、ＣＥＩＣ、ブルームバーグ 
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